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図面管理と CAD システムの活用(1)

A  P r a c t i c a l  U s e  o f  C A D  s y s t e m s  f o r  A n  

Administration of Drawings (I)

1.はじめに

本研究は CAD データベースの図面情報の活用

による図面管理のシステムを開発するというシス

テム開発の提案であるOこうしたテーマを取 り上

げた理由は次のようなものである｡すなわち､生

産活動に必要な情報は図面を媒体として各関係部

門に伝達される｡したがって､生産活動における

図面の役割は基本的な情報としての設計意図を表

現するとともに､生産活動全体に対しで情報源と

なるという重要な意味をもつ｡このため図面管理

のあり方は設計 ･生産活動にとって重要な課題と

なる｡第2は､エソジェアおよび研究開発業務を

含めた設計部門において､その設計業務を分析す

れば､図1に示すように図面化の作業が約半分も

占めてお り､図面化の作業やそこで作成された図

面の管理のあり方は設計業務の効率化問題として

避けて通れない課題である｡

(a)一般例

出所 :『CAD解説』

佐 藤 勝 尚

Katunao Satoh

本研究はこうした課題に対して､加工 ･組立産

業のメーカーに適用可能な図面管理のシステムを

開発することを目的とするO以下に説明するよう

に､図面管理における業務のフローを具体的に分

析することを通して､さらにその図面管理業務を

直接 ･間接的に支援するための管理の機能を明ら

かにすることにより､図面管理のシステムを提案

する｡

2.図面の種類とその関係

図面管理システムを考察するにあた り図面の種

類とその関係から仕様情報の有効な使い方を明ら

かにする｡

(1) 図面とは

ここでいう図面とは次のものを いう｡ す な わ

ち､図形で設計仕様を表すものを図面と呼ぶ｡

この設計仕様 (製品仕様 ･工程 仕 様 ･設 備 仕

様 ･晶質仕様)は､文章で設計仕様を表すものと

(b)モータ設計業務例

図1 設計業務の分析例
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設計仕様-

【仕様】

【仕様原図】

t一般技術図面】
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一製品仕様記述

一製品図 (図面)

-加工ブロック仕様書て 芸:≡;≡;;芸"(芸芸)

-部品仕様書 】部品仕様記述

し部品図 (図面)

- 工程仕様丁 工程仕様書

⊂≡≡芸等芸芸)

設備仕様

図2 設計仕様と仕様記述 ･図面の関係例

図形で表すものがある｡

設計仕様と仕様記述 ･図面の関係はたとえば､

以下の様な関係にある｡

製品仕様 (製品設計で作成される仕様)の内､

製品の仕様を表す製品仕様書は､文章で製品の仕

様を表す製品仕様記述と､図形でその製品の仕様

を表す製品図で構成される (図2)｡

(2) 図面の種類と関係

このような設計仕様情報を有効に活用するには

製品設計､工程設計および設備設計の各設計で作

成している仕様はどういうものか､また､その関

係はどうなっているのかを明確にしておく必要が

ある｡この設計仕様およびその関係を明確にする

ことによって､設計仕様情報を上流で作成した情

報を下流で利用するとか､重複仕様情報の作成の

削減､等の活用を可能とするからである｡

ここで､図面情報を有効に活用するために､図

面を仕様原図と一般技術図面の2つに分類する｡

仕様原図とは､原データ (各設計のねらい仕様

を表したもの)を伝達 ･指示等を行なうために製

図規定にのっとり紙に表したものをいい､一般技

術図面とは､仕様原図から使用目的 ･用途別 (輿

造 ･営業等)に加工 ･編集して作成されるものを

いう｡

この仕様と仕様原図､仕様原図と一般技術図面

の関係を図面情報の流れ､すなわち図面作成手順

で示すと紙の場合､CAD の場合､ 次のようにな

る｡
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佐藤勝尚 図面管理とCADシステムの活用(1)

【紙 の場 合】

アイデア 原データ 仕様原図 一般技術図面

検討 関係図

設計 (構想図)

作図 製品形状図 作図

情報追加

製品仕様原図

部品展開

(部品原データ作成)

顧客承認用

製品形状図

(紙の場合は､設計構想段階から設計完了までに必要な図面を､その日的 ･用途に応じて､その都度作成)

【CAD の場合】(CADAM の例)

アイデア 原データ 仕様原図 一般技術図面

検討 関係図

設計

関係図作成

製品形状図 加工 ･編集 顧客承認用

情報追加 製品形状図

203

(CAD の場合は､設計仕様を原デ-タとして作成することで､その後､目的 ･用途に応じて必要な図面を原

データを元に加工 ･編集し､作成できる｡)

【図面の使用用途 ･目的一覧】

使 用 用 途 i 目 的 使 用 用 途 目 的 使 用 目 的 l 用 途

設 備 製 造 用 設備組立

設備検査

調 達 用

販 売 用 顧客承認
マニュアル

販売促進

冨許 .規格申請 E芸 芸

技 術 用

【品目の種構一覧】

製 品 品 目 i製 品 工 程 品 目 l 設 備 品 目 l 設 備 工 程 品 目

- 31-



204 長野大学紀要 第16巻第4号 1995

この中で仕様原図と一般技術図面をさらに前頁

の表のように ｢図面の使用用途 ･目的｣と ｢品目

の種額｣から図面の種類を設定できるO

以上のように設定した図面種額の間の関係には

次の3つの関係が系統的に整理される｡

① 各設計内における仕様原図の関係 (図3-

図6)

② 各設計間における仕様原図の関係 (表 1)

(9 仕様原図と一般技術図面の関係 (図7)

これらの関係は仕様情報のフローであり､これ

を図示すると次のようになる｡

(3) 仕様の CAD 化

このような原データと仕様原図､一般技術図面

の関係を有効に機能させるには､設計構想段階か

ら仕様をCAD化していくことが必要となる｡設

計構想段階から仕様を CAD化することにより目

的 ･用途に応じて必要な図面を容易に作成するこ

とを可能とさせる｡仕様を CAD化することは図

面作成時間の短縮､図面晶質の向上､仕様情報の

有効活用､類似図面作成の削減をもたらす.この

ために図面データを有効に活用しうる図面管理が

必要となる｡

ファミリー製品

同 一 仕 様 製 品 同一仕様製品

(詳細内容は製品と同様)

‥-(詳細内容は製品と同様)

製 品 形 状 図

機能 ブ ロ ッ ク 形 状 図

製 品 ブ ロ ック
ダ イ ア グ ラム

製 品 回 路 図 製品電気信号図

機 能 ブ ロ ッ ク 回路図 機能ブロック電気信号図

部 品 パ タ ー ン 図

部 品 レ ジ ス ト図

部 品 電 気 信 号 図

部 品 シ ル ク 図

加 工 ブ ロ ッ ク 形 状 図 加 工 ブ ロ ッ ク 回 路 図

原 材 料 形 状 図

加工補助材形状図

図3 製品設計で作成する図面の関係
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図4 工程設計で作成する図面の関係 (製品=程)
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図5 設備設計で作成する図面の関係
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設備工程機能

ブロック編成図
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図6 工程設計で作成する図面の関係 (設備工程)

表 1 各設計間における仕様原図の関係

-製品設計の図面の要素を使用して工程設計 ･設備設計で作成する図面

製 品 形 状 図 l 自動機部品形状図 (メ
タルマスク)

治工具形状図 (中型形
状)

加工プT,ック形状図 金型形状図 (金型レイ
ア ウ ト)

金型部品形状図 (入れ
子形状)

自動機部品形状図 (メ
タルマスク)

治工具形状囲

治工具部品形状図

部 品 形 状 図 金型形状図 (金型レイ
ア ウ ト)

金型部品形状図 (入れ
子形状)

自動機部品形状図 (チ
ャ ック)

治工具形状囲

治工具部品形状図 (シ
ルク版下)

※工程設計で作成した図面を製品設計 ･設備設計で参照するが､その図面を直接利用して作成する図面はない｡

※設備設計で作成した図面を製品設計 ･工程設計で参照するが､その図面を直接利用して作成する図面はない｡
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佐藤勝尚 図面管理とCADシステムの活用(1)

●1つの仕様原図をもとに一般技術図面を作成

(例)製品形状図から顧客承認用製品形状図を作成

●複数の仕様原図の組合せで一般技術図面を作成

(例)製品形状図､製品工程編成図､設備形状図から製品組立作業指示図を作成

図7 仕様原図と-般技術図面の関係

3.図面管理のシステム設計の考え方

図面管理のシステム設計を次のように考える｡

(1) 図面管理システムの目的

CAD を有効に使おうとすると､ 図面データを

如何に効率よく､整理 ･保管 ･取 り出しができる

か問題となってくる｡また､CAD については､

電気系､壊械系､機械系の中でも2D､3Dとい

207

ろいろな--ド･ソフトがあり､データを､一元

的に扱うのがむずかしい現実がある｡

また､現存する手書き図面やイメージファイル

についても一元的な扱いは､避けられない｡

ここで､効率的な製品開発を行なうためそれぞ

れの図面デ-タが有効に働くようにすることが､

図面管理のシステムの目的である｡
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原データ 仕様原図 一般技術図面

聞 呈鵠 ;
-
l一般技術図面l . ー~~~.

一口
lI__I
f目的に合わせ

:た加工 (作図)
I

l

f陳データ :仕様原図 一般技術図面

図作 作図
情報追加

図面管理のシステムの範囲

CADシステムの範囲

仕様管理の範囲

図8 設計段階におけるアイディ7一般技術図面までの流れと管理の範囲

(2) 図面管理のシステムの範囲と対象

ここで取 りあげる図面管理システムの範囲は､

製品設計､工程設計､製造設備設計を対 象 とす

るO図面には､CAD 図面 ･手番き図面があり､

この両方を管理の対象として扱 う｡図8､図9は

図面管理のシステムの範囲を示している｡

(3) 図面管理の方法と図面番号 ･CAD ファイル

番号の採用

●図面管理については､図面管理台帳を用いて管

理するものと考える｡

●複数の CADや紙にかかれた図面等を､一元的

にかつ円滑に行うために､また採番の自動化を

行 うためには､統一化 ･体系化されたユニーク

な記号として図面番号を採用する｡

●cAD システムは､ ファイル番号が 必要 で あ

る｡各 CADシステムにあった CADファイル

番号を採用する｡

(4) 図面番号についての基本的考え方

●図面番号の目的

･管理上の識別のためユニークな記号

･人間が扱い易いよう､人間との親和性をとる

ために番号に意味付けする｡

① どういう種煩 (部品図､半製品図､回路

図､加工データ､他)か

② どういう品目か

●図面番号について

･図面番号体系は､シンプルな方がよいO複雑

で暖昧であると､今後その図面番号体系上で

適用できなくなったり､ 2つ3つと別な図面

番号体系が発生してくる｡従って､図面番号

にもたせる意味は最小限とし､その他は属性

で管理を行 う｡

･図面番号にもたせる意味の一つとして品目番

号を考える｡品目番号はある程度意味を持っ
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佐藤勝尚 図面管理とCADシステムの活用(1) 209

図9 図面管理のシステムの範囲

てお り一般には技術者がもっとも慣れ親しん

で使いやすい｡今日現在の､単独のシステム

で検索時使いやすいのは､品目番号である｡

また､図面番号を管理するためには､ユニー

クな番号にしなくてはいけなく､そのために

は品目番号とその図面種類を組み合わせるこ

とでユニークにできるO

･CAD図面には､ その図面をコンピュータ上

で格納するために名称 (CADファイル番号)

が必要であり､そのCADファイル番号と図

面番号とは必ずしも1対 1に対応しない (複

数の図面の場合､図面番号は 1つだが､CAD
ファイル番号は複数存在する)0

以上をまとめると次のようになる｡

① 図面番号は､図面種類､品目番号を入れ込

んだものとする｡

② 図面番号とCADのファイル番号は､関係

を持たせ別体系とする｡

③ CADのファイル番号体系は､CADシス

テムすら合わせて別途規定する｡

④ 図面種類及びその図面種類コー ドは別途規

定する｡

●図面番号の位置づけ

一つの品目に対しては､図面種頬毎に複数の

図面があ り､一つの図面に付いては複数のファ

イルがあると考える｡

1T ファイル1

[ :三二)/ニ;

瑠 面2IE ;;::ニ21

-図面3T_…≡…冨冨:I,≡
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210 長野大学紀要 第16巻第 4号 1995

図面が複数で構成されるものは､図面の単位

で一括して取 り扱われる｡

(5)CADファイル番号についての基本的考え方

●図面番号とCADファイル番号は同一が望まし

いO従って､CAD ファイル番号は､図面番号

+ファイル属性項目で構成する｡

●その他の CAD システムについて

パソコンCADなど図面番号に対し桁数が不

足する場合がある｡従ってそのシステムに合わ

せたファイル番号を考える必要がある｡

(6) 情報伝達の基本的考え方

●関係部署へ技術情報を複写 ･配布するという伝

達スタイルから､ リリース通知等の連絡文書の

み発行し､技術情報は必要な人が自ら入手する

という伝達スタイルにする｡

●技術情報伝達スタイルの変更にともない､必要

な技術情報を必要なときにす ぐ入手できるしく

みとし､業務の効率化を図る｡

●技術情報の整合性と同期化を図るために､紙に

よる複写 ･配布をなくしていく｡大量かつ変化

する技術情報を､多数の人の間で正確に効率よ

(情報伝達するために､コンピュータによる情

報伝達のしくみと運用を考える｡

(7) 原図の基本的考え方

●CAD で描かれた図面は CAD上のデータのみ

を原図として管理する｡

●CAD で描かれた図面を紙に 出力したものは､

原図としてではなく伝達のための手段の一つと

位置づける｡

●管理対象 (変更の際の対象図面)

作図方法 図面管理対象

手書き :;:.:::'::蔽l::I:三:;:

CAD tAもflH1.守孤 紙⊂二∃
4.図面管理のシステムの基本業務

図面管理のシステムは次のA～Eの業務を行な

わせる｡複数業務にわたることから一元的に業務

の管理ができるようにするため図面管理台帳を用

いる｡

固 設計部門JcAD ｢- ｣盈 彊穿報塵穿ン 図面管理部門 使用部門

図面管理 [≡ コ .+匝叶巨∃ ファイル ファイル図面保管帥 巨∃E] 屯図
｢一一信望認

団 盈 整報匿勤 ･イメージ入力) ≡図面作成 歪実相等の 毘訂呈芸イン(

図10 図面管理のシステムの業務の流れ
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佐藤勝尚 図面管理とCADシステムの活用(1)

図面管理

211

園11 図面管理におけるデータの流れ

A 採番

B 属性入力

C 検図 ･承認

D 出図 ･配布

E 廃園

(品目/工程/設備の各面図とも同様に行 うも

のとする｡)

図10にはこの図面管理の全体の業務について示

している｡また図11には図面管理のシステムにお

けるデータの流れについて示している.

ここで､より具体的な図面管理のシステムの基

本業務の内容は次のようになる｡

(A) 図面番号 ･CAD ファイル番号の採番

●図面番号の採番は､品目番号が決定後行 う｡

●図面番号及び CAD ファイル番号を 採 番 す る

際､番号体系の中で使用する図面属性の入力を

行 う｡

●図面番号採番時 CADを選択すると 自動 的 に

CAD ファイル番号採番モー ドに移 りCAD フ

ァイル番号の採番が可能 となる｡

採番 :属性入力の流れ

属 性 項 目

図面番号採番

モード

CAD ファイ

ル番号採番モ

ード

(CADAM/

CATIAの例)

設計者コード

品目番号

図面種類

CAD/手書き

･CADの種類

･オ-バーレイ構造

･図面枠サイズ なL/AO/Al/

A2:縦/横 (構想図面)

･仮ファイル番号 あり/なし

●変更による採番

･新規に図面ファイル番号が採番されたあと､

その図面に対し仕変 ･転廃 ･追加 (図面)が

行われた場合､図面ファイル番号及び属性の

更新が行われる｡

･オーバ-レイ図面の子図は変更時など親の変

更歴が変わるとき子もコピーされて自動的に
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図面ファイル番号が変わる｡

●複数構成の図面は､処理上は同一のものとみな

され､採番作業後一括して取 り扱 う｡

●採番を行なった後､図面枠を自動的に作成でき

る｡

●図面枠の作成と同時に､表題欄にはいる項目が

図面属性の中にあるものは､自動的に挿入され

る｡

(B) 属性入力

(∋ 採番時に下記の3項目の属性を入力するが､

その他の項目は､随時入力できる｡

●採番時に入力する項 目

･品目番号

･図面種類

･設計担当者

●その他の項目

･図面の種類

･図面のサイズ

･2次元/3次元

･等

② 属性の入力は図面番号ごとに入力す る場 合

と､CAD ファイル番号ごとに入力する場合が

ある｡

(C) 検図 ･泉認

(∋ 検図 ･承認について

●検図は､作図完了後行なわれ､図面の内容が

品目仕様と一致しているか､図面の書き方は

正しいか等についてチェックするO

●承認は､検図終了後行なわれ､図面の内容が

品目仕様と一致しているか再確認する｡また

図面の構成などについて検証する｡

●プロジェクト制を導入した場合の検図 ･承認

は､PER で検図を行ない､ER で承認を行

なう｡ レビューの中で､その図面に対してメ

ンバー全員の合意がとれれば ｢検 図 OK｣､

｢承認 OK｣となる｡

●検図及び､承認において､その図面が仕様通

りにできあがっていれば､検証した証拠とし

てその図面に対しだれが ･いつ検証を行なっ

たかがわかるようにするO

･手書き図面の場合は､捺印 (印鑑､データ

印)､サイン等を行なう｡ また､検図日､

承認日も記入する｡

･CAD 図面の場合は､ 検図著名 ･検図日､

承認著名 ･承認日が図面データの中に登録

する｡

② 図面管理に於ける検図 ･承認

●図面管理では､検図及び承認を上記のように

行なった後､その図面が検図済みまたは､承

認済みであるということがわかるように､図

面の状態を台帳に登録する｡

●図面の状態には､以下のような分類が考えら

れる｡

作 業 中--･図面作成中

検 図 待 ち=･-図面作成完了､検図待ち

承 認 待 ち--･検図完了､承認待ち

品目認定待ち-承認完了

●図面状態の管理について

･現在の図面の状態を把握することにより､

次のようなことがわかる｡

① 開発イベントを管理するこ とが で き

る｡

㊥ セキュリティー機能を有効に働かせる

ことができる｡

㊦ 図面内容の有効性を知るこ とが で き

る｡

●図面状態の台帳-の登録

･各々の作業終了後､図面管理台帳に対して

図面の状態を登録する｡

･台帳-登録する項目

図面作成後--設計者名､設計日

検図完了後--検図著名､検図日

承認完了後--東記者名､承認日

●開発管理システムと同期をとることにより個

々に登録作業をする必要はなくなる｡

●図面作成､検図､承認が終了し､図面管理台

帳にその情報が登録されると同時の CAD図

面の表題欄に誰が､いっその作業を行なった

かという情報が自動的に書き込まれる｡

●CAD図面の取扱い

･CAD 図面は､ 承認完了後ワークファイル

から承認ファイルにコピーし､ワークファ

イル内の図面データは削除する｡

●品目管理との関係

･図面が承認完了になったときに､その情報

を品目管理に対して通知する｡
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(D) 出図 ･配布

① 出図 ･配布について

●出図は､図面の内容を明確な形として使用目

的別に出力し､内容を伝達することである｡

また､出国できる状態となるのは､図面が承

認され､品目認定が行なわれた後である｡

●配布は､図面の内容を伝達する こ とで､ 生

産 ･管理手段としてアクションを起こすため

のものである｡出図後､各関係部署に対して

配布が行なわれる｡

●出図 ･配布は､図面の作成者が､その図面を

必要としている部署 (出国先)にたいして､

CAD図面の場合は紙に出力し､ 手書き図面

は複写して送付するといった方法はとらない

で､技術情報を､それを必要としている人が

自ら入手するという伝達スタイルにする｡

① CAD図面､ イメージデータの図面の場
Li
ロ

関係部署に対して､その図面が出図 ･配

布されたという連絡文書を発行することに

よって､その連絡文書を受け取ったところ

では､ディスプレイ上で図面を 参 照 した

り､必要ならばプロットアウトする｡

㊥ 手書き図面の場合

関係部署に対して､その図面が出図 ･配

布可能という連絡文書を発行することによ

って､その連絡文書を受け取ったところで

は､図面を管理しているところに取 りにい

く｡

② 図面管理における出図 ･配布

●図面管理における出図 ･配布には以下の機能

が必要となる｡

･出図 ･配布に関する情報の登録

･受け取 りに関する情報の登録

･出図履歴に関する情報の検索

･セキュリティの設定

●図面管理内において､出図 ･配布が可能とな

った図面のみが他部門で検索 ･参照 ･出力で

きるようなセキュリティを設定する｡

･CAD図面､ イメージデータの図面の場合

は､図面管理台帳の図面状態 が ｢最 新 図

面｣となることによって､他部門に於いて

検索 ･参照 ･出力が可能となる｡
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･手書き図面の場合は､図面を一括管理する

部門を設け､その図面は出図 ･配布可能な

図面かどうか､また配布しても良い部署か

等のチェックする機能を設ける｡

●図面管理上では､出図と配布について特に区

別はなく､出図先に対してその図面が出図 ･

配布可能な状態にあるということを文書連絡

し､また出図管理台帳に出図 ･配布情報を登

録することが出図 ･配布にあたる｡

･文書連絡は､コンピュータを使用(LANま

たはネットワーク等)し､文章を関係部署

に送信する｡また紙による文章の送付も行

なう｡

･図面管理者は､図面の出国先をあらかじめ

登録しておく｡

･図面状態が ｢品目認定待ち｣から ｢最新図

面｣になったとき､設計者がすでに登録し

てある出図先を参照し､連絡文章が自動的

に出国先に送信される｡また､ 同時 に 出

図 ･配布情報も登録される｡

●出図 ･配布情報の内容としては､以下のよう

な項 目が考えられるO

図面番号

出図発

出図日

出図著名

●関係部署では､文書連絡を受けた後､必要な

らば端末を使って図面を参照した り紙に出力

した りするo手書き図面についてもイメージ

データとして保管することによって上記のこ

とが可能となる｡

●受取側では､その図面を受け取ったしるLと

して､受取情報の登録を行なう｡

･受取情報の登録は､関係部署において､コ

ンピュータによって送られてきた連絡文書

を参照することにより登録される｡

●受取情報の内容としては､以下のような項 目

が考えられる｡

図面番号

受取日

受取著名

③ 出図履歴

●出図履歴は､出図 ･配布情報と受取情報を管
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理することにより行なわれる｡

●出図履歴を検索することにより､ そ の 図面

が､いつ ･どこに出図され､いつ ･誰が受け

取ったかということが確認できる｡

●出図履歴をとることによって､情報伝達の行

き違いによるトラブルをなくすこ とが で き

る｡

(E) 廃 園

① 廃園について

●廃園には､仕様変更にともなう廃園と､廃機

種に伴 う廃園がある｡

･仕様変更により品目が使用不可となったと

き､その品目仕様の一部として図面がある

場合は､廃園となる｡

･仕様変更により廃園となる図面において､

一世代前の図面を旧図と呼び､区別する.

･廃機種承認依頼書が顧客 (営業)に発行さ

れ､廃機種指示書が発行されるまでの期間

の図面を廃図申請中とし､区別する｡

●仕様原図が廃園となる場合､それを元に作ら

れた一般技術図面も廃園となる｡

●図面の状態として以下の分類をする｡

旧 図･･-･一世代前の図面

廃 図---二世代前の図面､廃棄､抹

消待ち

廃園申請中---顧客の廃図承認待ち図面

●廃園は､期間をおいて廃棄 (焼却､抹消等)

されるが､その期間はビジネスユニット単位

で設定するO

(卦 図面管理における廃園

●図面状態 (旧図､廃図､廃園申請中)を台帳

に登録し､状態がわかるようにする｡

･手書き図面の廃園は､図面の状態と仕様変

更通知書番号/廃機種承認依頼書番号/磨

機種指示書番号を､CAD上の台帳に登録

し､図面には図面の状態を捺印する｡

･CAD 図面の場合は､CAD上の台 帳 に､

仕様変更通知書番号/廃機種承認依頼書番

号/廃機種指示書番号を登録することによ

り､図面には図面の状態が捺印される｡

●図面状態 (旧図､廃園､廃園申請中)は､台

帳に限らず図面を参照することで状態がわか

るようにする｡

･例えば､図面に旧図と捺印する｡

●廃園の保管場所を台帳に書き込む｡

(さとう かつなお 助教授)

(1995.1.26 受理)
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